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主な活動目的
①キャンパス内に生物多様性の空間を作ったり、周辺地域の自然を
観察・調査すること

②地域生活と密着した里山・ビオトープの動植物にふれ、理解を深め
ることで、自然と人・生活環境の関わりを身近な視点から考察

③大学間連携等によるビオトープネットワーク活動と環境教育の推進

１．ビオトープ研究活動の連携とネットワーク交流
◇福岡工業大学ビオトープ研究会の活動概要
と環境人材育成

2005年 7月に本学社会環境学部の研究会として発足
現在の活動人数・・・20名



毎年、美しいチョウトンボの舞が見られる。
（左、2013年7月、右2014年7月撮影）



福工大ビオトープ池の水質と生物

• 水質 （2010年7月～2014年7月18日）・・・ 雨水

pH 6.0～8.5

COD 3～5 mg/l

電気伝導度 120～180

μS/cm

• 水生生物

（水生昆虫）ミズスマシ、アメンボウ、ヤゴ等

（沈水植物）コナギ、シャジクモ、ヒメガマ等



図１ 福工大里山・ビオトープの生き物の種類
2010年～2013年
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大学間連携ビオトープ活動の
環境教育としての役割

①地域環境交流の拠点

②自然体験型環境学習・・・自然観察研究の場

③環境保全体験学習・・・ビオトープ活動を通じた

地域の環境創生

④環境人材育成・・・ビオトープ管理士などの養成

⑤ビオトープ活動を通じた環境教育の情報発信



◇ ビオトープ研究活動と環境教育

①大学間のビオトープ研究活動と交流・連携により、環境教育

に資する人材育成を促進する。
・・・2012年度から長崎大学との交流
②また、2010年度からビオトープ・ネットワーク交流と環境教育
を通じて、地域の自然環境の再生・創生に関する方法論を検討し
ている。
・・・福岡県内の地域ビオトープ・ネットワーク交流の促進
・・・2015年度から新たに新宮町「人丸ビオトープ」で地域交流



長崎大学と福工大の環境系の資格49の認知度調査

• 2012年7月にアンケート調査（講義時に質問紙を配布し、回
答後回収）

• 福岡工業大学社会環境学部学生359名

長崎大学環境科学部学生74名

• 有効回答数は各々294名（82%）、65名（89%）であった。

引用文献）行平、飯間、坂井、福岡工業大学環境科学研究所所報、Vol.7、71～76 (2013)

番号 資格名 回答数 %
47 環境再生医 15 23%
19 気象予報士 14 22%
16 環境カウンセラー 10 15%
49 eco検定 9 14%
15 環境アセスメント士 7 11%
26 樹木医 7 11%
9 ビオトープ管理士 5 8%
1 ISO14001審査員 4 6%
28 消費生活アドバイザー 4 6%

表１ 福岡工業大学社会環境学部学生の環境系資格の取得意識 表２ 長崎大学環境科学部学生の環境系資格の取得意識

番号 資格名 回答数 %
49 eco検定 160 54%
1 ISO14001審査員 95 32%
9 ビオトープ管理士 86 29%
17 環境管理士 30 10%
19 気象予報士 24 8%
6 ダイビング・インストラクター 19 6%
13 家電製品アドバイザー 17 6%



福工大ビオープでの自然観察会と環境教育

Since 2006

2010年月23日

・地域交流
・環境保全活動

・環境教育

4種類のヤゴを観察
してみましょう。



里山・ビオトープを活用した地域交流

・第26回春の自然観察会後

の野草（ヨモギ）調理・試食交流会

・・・ヨモギ団子やホットケーキなど 2012（平成24）年4月29日

※ 自然観察会は、９年間で３５回開催し、延べ参加者は１，０２１人となりました。

（2014年12月現在）

春の自然の恵
みは、おいしい

ね！



福工大・長大・大学間連携ビオトープ
交流会

2013年6月14日



長崎大学の中庭ビオトープ 2013年9月8日



◎環境教育の広域連携・推進（ビオトープネット）

◇2014年9月6日に、長崎大学との第３回大学間連
携・ビオトープ研究活動・交流会を企画し、30世紀
の森づくりを進める北九州市・山田緑地で開催



○地域環境連携～2015年1月19日

新宮町「人丸ビオトープ」と鎮守の森（里山）

・休耕田の活用

・公園の一部

・人丸神社の鎮守の森
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◇大学ビオトープの比較研究結果
ビオトープの類型と特徴

ビオトープの類型 ①特徴
②活動状況
③活動課題

山口大学 河川ビオトープ
（保全型）

①農地の用水路を活用

②地域環境ボランティアや
環境保全活動
③地域生態系保全に課題

長崎大学 中庭造園ビオトープ
（再現型）

①地下水を汲み上げた流水、
と池

②人工的な造園で植生や水
の流れを維持
③水の供給設備に問題

福岡工業大学 里山・ビオトープ
（再現型）

①里山・池の保全活動

②自然に近い状態での維持
管理、雨水池
③自然観察エリアが限定的



○地域環境連携・

新宮町「人丸ビオトープ」 2015年1月19日

＜特徴＞

・休耕田の活用

・人丸神社の鎮守の森

・公園の一部として、生物多様性を維持するため
に整備

人丸ビオトープ



まとめ


